
再生可能エネルギーを 活用し たゼロ カーボン防災型ま ちづく り
～カルテを使っ た住民と 創る 町全体の脱炭素計画～
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脱炭素先行地域の取り 組みについて

高知県黒潮町



カツ オ一本釣り アク アス ロ ン大会 はだし マラ ソ ン大会

Tシャ ツ アート 展 天日塩づく り
ホエールウ ォ ッ チング

美し い豊かな海の恵みに満ちた町です。

黒潮町の概要
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地レ ジ事業を活用し た公共施設へのＰ Ｖ 設置

三浦小学校

大方中央保育所

大方中学校
大方学校給食センタ ー

黒潮町役場本庁
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地レ ジ事業を活用し た公共施設へのＰ Ｖ 設置

急速充電設備（ 5 0 kw ） 大容量蓄電池（ 1 ,1 0 0 kw h ）

4
Co 2 排出＆電気料金の削減効果が出ていま す。



脱炭素先行地域の計画概要

脱炭素選考地域の対象

主なエネルギー需要家

共 同 提 案 者

黒潮町全域

住宅5 ,3 8 0 戸、 公共施設2 1 6 施設、 民間施設2 9 8 施設

株式会社四国銀行、 株式会社高知銀行、 幡多信用金庫、
株式会社アド バンテッ ク 、 京都大学防災研究所
Ｓ Ｄ グリ ーンエナジー株式会社、 株式会社黒潮町缶詰
製作所、 一般社団法人黒潮町農業公社

取組の全体像

 日本一の最大津波高が想定さ れる 町において、 浸水想定区域の全世帯を対象と
し た「 個別津波避難カルテ」 を 作成し た経験・ ノ ウ ハウ を 生かし 、 「 脱炭素カル
テ」 を 全世帯で作成し 、 各家庭に合った省エネ啓発・ 再エネ設備の導入を促進す
る と と も に、 要配慮者が避難後に即時的・ 継続的にエネルギー利用が可能と なる
体制を 確保する ため、 福祉施設や指定一般避難所・ 福祉避難所（ 二次避難所） に
太陽光発電・ 蓄電池を導入し て全域を脱炭素化。 「 個別避難計画モデル事業」
（ 内閣府） を活用し て作成さ れた避難行動要支援者の個別避難計画と も 連携し 、
一人ひと り に寄り 添った津波避難対策と 脱炭素事業の相乗効果を創出
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脱炭素先行地域の計画概要

１ .民生部門電力の脱炭素化に関する 主な取組

①町内全戸を訪問し 、 『 脱炭素カルテ』 を作成。 各家庭に合った省エネ
啓発、 再エネ設備導入を 促進

地球温暖化に対する 危機意識の共有 ⇒ 意識改革・ 行動変容を促す。
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脱炭素カルテ訪問の様子

コ ミ ュ ニケーショ ン から 始める 脱炭素
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脱炭素先行地域の計画概要

意識改革・ 行動変容（ 津波防災での事例）

2 0 1 2 年: 津波に怯える 町 2 0 1 7 年: 未来に残った町



脱炭素先行地域の計画概要

No,〇 行政区　 : 　 芝

生年月日 　 ③照明設備のＬ Ｅ Ｄ 化 未　 　 一部完　 　 　 完了

S 4 0 .5 .2  会社員

S 4 6 .1 1 .1  専業主婦  ④ZEH化の状況 未　 　 　 　 　 済　 　

H2 6 .3 .8  学生

連絡先:  0 9 0 -4 2 34 -5 6 7 8  （ 太郎さ ん携帯） 　 再エネ利用 0 ％

避難所 津波浸水 　 電気使用量（ 年間） 5 ,3 5 7 kw h /年

　 自家用車Co2排出量（ 年間） 2 ,9 3 7 kg /年

①電化製品使用状況

 ④省エネポイ ント

冷蔵庫 三菱_ 4 7 0 L（ MR-A3 3 2 K） 3 9 6 kw h /年  ・ 冷蔵庫、 エアコ ンが1 0 年以上前の物であり 、 買い替える

エアコ ン ダイ キン_ 1 0 畳（ BC2 2 BR-S ） 8 9 9 kw h /年   こ と で電気代・ 排出量が効果的に削減可能

洗濯機 S HARP_ 1 2 kg （ LX1 2 9 BL） 4 1 8 kw h /年

テレ ビ S ONY_ 5 5 （ BRAVI A） 2 9 3 kw h /年 R5 .6 .3  事業説明（ あま り 話を聞いても ら えなかった）

R5 .8 .2 0  再度訪問、 電気料金高騰の話。 省エネに興味を

②自家用車保有状況  持つよ う になった様子

R5 .1 1 .1 5  ご本人よ り 、 町の省エネ家電購入補助について

VOXY_ TOYOTA 6 8 5 L/年 の問い合わせ有

Tan t_ HONDA 3 1 8 L/年

氏　 　 　 名 備　 　 考

黒潮 太郎

黒潮 花子

黒潮 勝男

入野小学校 　 　 有　 ・ 　 無

世帯

世帯構成

想定避難所

使用電力の　 　 　
現状把握のため

化石燃料の
使用状況

削減可能なポイ ント
を把握　 　 　 　 　 　

⇒次回訪問時に説明

繰り 返し の訪問によ り 、
行動変容に繫げる 9



脱炭素先行地域の計画概要

②住宅・ 民間施設でのオンサイ ト PPA（ 5 ,6 0 9 kw ） 、 駐車場や残土処理場・ 遊休
地等でのオフ サイ ト PPA（ 1 9 ,8 3 9 kw ） によ る 太陽光発電に加え、 小型風力発電
（ 9 6 kw ） や大型蓄電池を導入し 、 町内9 6 ケ所にク ラ ウ ド 型のEMS を導入し 、 設
立予定の地域新電力会社がエリ ア内のエネルギーマネジメ ント を 実施。

Cloud 
EMS
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脱炭素先行地域の計画概要

小型風力発電

出力６ kw のダウ ンウ イ ンド 型小型風車

風に対応し て変形する ブレ ード によ り 、
耐風速7 0 m /s
※カッ ト アウ ト 風速無し
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脱炭素先行地域の計画概要

出所: 環境省「 再生可能エネルギー情報提供シス テム 【 R EPOS 】 」 （ 2 0 2 2 年4 月） およ び経済循環分析自動作成ツ ールによ り 作成

1 ,0 4 5 1 ,0 6 7

0 3 0

導入ポテンシャ ル
2 ,1 1 4 Ｔ Ｊ

町内消費量の
4 .6 4 倍

-１ 億

-1 2 億

-３ 億 -１ 億

エネルギー収支は
－1 6 億円

エネルギー調達を
町外に依存

※エネルギー費用
が町外に流出

再生可能エネルギーの導入ポテン シャ ルと エネルギー収支の関係

再エネの導入ポテンシャ ルは十分あり ながら ・ ・ 地域外にエネルギー調達を 依存



脱炭素先行地域の計画概要

③福祉施設8 施設と 二次避難所全4 0 施設で、 太陽光発電や蓄電池を導入し 、 人口
 集積エリ アの避難施設では、 自営線マイ ク ロ グリ ッ ド を構築
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脱炭素先行地域の計画概要

防災型自営線マイ ク ロ グリ ッ ド の構築

中央保育所

大方中学校

大方学校給食センター

入野小学校

大方高校

系統から の電力供給が遮断さ
れた場合でも 、 マイ ク ロ グ
リ ッ ド 内の避難所に設置する
PV＆蓄電池を制御し 、 施設
間の電力融通が可能と なる 。 14



脱炭素先行地域の計画概要

「 脱炭素」 ×「 防災」 ×「 福祉」

黒潮町      

福祉避難所　 　 　

協議会

特別養護
老人ホー

ムかしま荘
特別養護
老人ホー

ムシーサイ
ドホーム

障がい者
支援施設
大方誠心

園

障がい者
支援施設
大方生華

園介護医療
院ことぶき

あったかふ
れあいセン
ターにしき

の広場

高齢者生
活福祉支
援センター

こぶし

佐賀交流
センター　　
みらい

平時の福祉サービス
において、 Co2排出
ゼロ の「 ゼロ カーボ
ン福祉」 を目指す。

・ＰＶ、蓄電池の利用
によるピークシフト

・送迎や買い物支援
にＥＶ、グリスロの活
用

・給湯設備をボイラー
式⇒エコキュート
・ZEH、ZEB改修による

熱中症＆ヒートショッ
ク対策

福祉避難所と し て機
能さ せる ための電力
確保。

・医療機器

（人工呼吸器、酸素
濃縮器等）

・避難スペースの冷
暖房、給湯機能の維
持

・災害対策本部、医
療救護所との通信機
能確保

・近隣在宅避難者へ
の電力分配

ふだん（ 常時） ま さ か（ 非常時）

福祉施設の脱炭素化＆レ ジリ エンス 向上を図り 、 イ ンク ルーシブ防災の確立 15



脱炭素先行地域の計画概要

２ .民生部門電力以外の脱炭素化に関する 主な取組

①缶詰製作所の高台移転に合わせて「 Ｚ Ｅ Ｆ 化」 を予定。

「 Co2 排出削減」 ＆「 ブラ ン ド イ メ ージの向上」
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社 名 株式会社黒潮町缶詰製作所

所 在 地 高知県幡多郡黒潮町入野4370番地2

組 織 形 態 第三セク タ ー

代 表 者 代表取締役　 松本敏郎

設 立 2014年3月11日

資 本 金 30,000 ,000円（ う ち黒潮町出資比率75％）

事 業 内 容 防災関連食品の製造およ び販売、 特産品開発



②農業ハウ ス で使用し ている 重油ボイ ラ ーを ヒ ート ポンプ化する こ と で、
燃料費およ びCo2 排出を削減し 、 事業収支の安定化を図る 。

脱炭素先行地域の計画概要

農業用HPの導入
燃料（ 重油）      

使用量の削減

脱炭素化する こ と で    

経営収支改善

①少ない電力で

②空気中の熱を
 かき 集め

③大き な熱エネル
ギーと し て利用

消費電力１ に対し て、
３ ～７ 倍の熱エネルギー
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脱炭素先行地域の計画概要

③災害時の「 動く 蓄電池」 と し て活用でき る 、 公用車のＥ Ｖ 化と 、 公共施設
 への充放電設備の導入

～黒潮町地域防災計画よ り 抜粋～

第５ 編 重点的な取り 組み
  第７  災害時のエネルギーの確保

 電気やガス など のエネルギー資源は、 災害対応を行う 防災拠点施設、 避難
所や家庭、 事業所等においても 必要最低限のエネルギーが得ら れる よ う 、 平
時から 備えを し ておく こ と が重要です。  
○ 災害対策本部・ 支部など の災害対応の中心と なる 施設は、 発電機・ 再生可
能エネルギー・ 蓄電池等によ り 、 7 2 時間以上の電力確保に努めま す。  
○ 避難所については、 発電機・ 再生可能エネルギー・ 蓄電池等を活用し 必要
最低限の電力確保に努めま す。  
○ 避難所や医療救護所等の電力確保については、 電動車
（ HV/PHV/EV/FCV） 等を活用し 、 “電気を 運ぶ”仕組みも 検討し ま す。  
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脱炭素先行地域の計画概要

「 電気を運ぶ」  仕組みの検討

避難所と なる 体育館にＥ Ｖ を持ち込み、 備蓄資機材の浄水器を稼働。 プールの
水を浄水し て飲料水の提供

19



脱炭素先行地域の計画概要

「 電気を運ぶ」  仕組みの検討

本庁舎に整備し た蓄電池から EVに充電し 、 要請のあった福祉避難所に
「 電気を 運ぶ」 訓練を実施 （ おためし 避難訓練）

20



脱炭素先行地域の計画概要

避難行動要支援者の個別避難計画に基づく 『 おためし 避難訓練』

こ の地域での予想津波到達時間は2 0 ～2 5 分、 適切な避難行動を取れば十分
避難可能である 。 正し い避難行動で命を守った後、 避難所（ 福祉避難所） で
命をつなぐ 事が重要である 。
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脱炭素先行地域の計画概要

Ｅ Ｖ から の給電によ り 、 医療機器を稼働



地球温暖化対策実行計画【 区域施策編】 について

黒潮町地球温暖化対策実行計画【 区域施策編】  ※R5 .2 策定

吸収する

森林再生・ 海洋保全によ る Co2 吸収源対策

創る

自然環境や景観を損なわない再エネの導入促進

減ら す

がま んの省エネではなく 、 機器など の更新時に効率改善を図る
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地球温暖化対策実行計画【 区域施策編】 について
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効率の悪い（ 古い） 設備
での産業活動によ る 過剰
なエネルギー消費

おわり に
2 0 2 3 年6 月2 9 日（ 木） :  黒潮町職員研修会【 脱炭素勉強会】

講師: 藤野純一さ ん【 公益財団法人地球環境戦略研究機関 上席研究員】

日本のま ちはさ ながら 、 エネルギーが駄々洩れし ている 施設・ 機器に、 海外から
輸入し ている Co 2 をたく さ ん出すエネルギーを、 垂れ流し こ んでる よ う なも の

主に海外から 輸入し ている 石油・ 石炭・ ガス ・
天然ガス 等で創ら れる 電気

断熱・ 気密効率が低く 、
「 冬寒く ・ 夏暑い」 建築物、
住宅から の熱エネルギー流出

燃費の悪い移動手段、
ス プロ ールし たま ちでの
過大な移動エネルギー消費

いろんな穴の空いたバケツ に
灰色のエネルギーを ジャ ブ
ジャ ブ投入し ている 状態
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おわり に

脱炭素と は、 バケツ を使ってたと える なら ・ ・ ・

①穴を ふさ ぐ （ 省エネ）

②キレ イ な水をそそぐ
（ 再生エネ等）

③適切なサイ ズへ

そし て・ ・ ・ 地域を豊かにする !

26キーワ ード は・ ・ ・  「 脱炭素×〇〇」


